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◆職員の服務の状況
　　職員は、地方公務員法で全体の奉仕
　者として公共の利益のために勤務し、
　職務に専念すること（服務の根本基準
　が義務付けられており、このほかに
　『法令等及び上司の職務上の命令に従
　う義務』『信用失墜行為の禁止』『秘
　密を守る義務』『政治的行為の制限』
　『争議行為等の禁止』『営利企業等の
　従事制限』などが課せられています。
　　この服務規程に違反した場合は、懲
　戒処分の対象となるほか、状況によっ
　ては刑罰の対象になる場合があります。
　　市は、交通事故防止や選挙時の服務
　規律の遵守など、機会のあるごとに職
　員へ周知しています。

◆職員の福祉、利益の保護の状況
○職員の福祉の状況について
　�平成１８年度の健康診断受診状況

　�平成１８年度の公務災害補償制度の適
　　用状況

○利益の保護の状況について
　　職員は、給与や勤務時間などの勤務
　条件に関し、公平委員会に市から適当
　な措置がとられるべきことを要求する
　ことができます。
　　また、懲戒などの処分を受けた職員
　は、公平委員会に行政不服審査法によ
　る不服申し立てをすることができます。
　　平成18年度は、職員からの措置要求
　や不服申し立ては、ありませんでした。

◆職員の勤務時間やそのほかの勤務条件
　の状況
○勤務時間　月曜日から金曜日までの９
　時から17時30分まで（勤務時間が変則
　の勤務者は、１日につき７時間45分と
　なるような割り振り）
○休憩時間　12時15分から13時まで
○休日など　土・日曜日、祝日法による
　休日、年末年始（12月31日から翌年の
　１月５日まで）
○休暇の種類　年次有給休暇、病気休暇、
　特別休暇、介護休暇（給与減額あり）

受診者数対象者数健康診断の種類

385人388人人　間　ド　ッ　グ

111人115人定期健康診断

1件適　用　件　数

◆職員の分限処分等の状況
　　平成18年度は、職員の分限処分はありませんでした。 
　　なお、市は懲戒処分に至らない訓告、厳重注意についても、
　『懲戒処分等の公表基準』に基づいて公表しています。　
【その他の処分】

処分の根拠法など人数処分事案数処分の種類

職員の懲戒処分並びに訓告及び厳
重注意の措置に関する基準

２人１件戒　　告

７人３件訓　　告

１人１件厳重注意

◆勤務成績の評定の状況について
　　市は、年１回、管理職（部長職、次長職、主幹職）を対象に
　その能力や業績について評価を行い、勤勉手当の成績率として
　反映しています。平成18年度の評定状況は、次のとおりです。

計自主研修派遣研修政策形成
能力研修特別研修専門研修基本研修区　分

４５８人３人２９人１４人２６１人６４人８７人受講者数

計Ｄ評価Ｃ評価Ｂ評価
（標準）

Ａ評価Ｓ評価区　分

９０人０人５人７６人９人０人職員数

◆職員の研修、勤務成績の評定の状況
○職員の研修の状況について
　　平成１８年度に職員が受講した研修項目、受講者数（延べ人数
　は次のとおりです。

◆部門別職員数の状況　 （各年４月１日現在）

対前年増減数職　員　数
区　　　分

H１９H１８H１７H１９H１８H１７

△　１５６６議 会

一般行政
部　　門

△　２△　２９２９２９４総務企画

１１△　２２５２４２３税 務

４△　１△　２９６９２９３民 生

△　３△　２２６２９３１衛 生

１１１労 働

△　１７７８農林水産

１１△　１１５１４１３商 工

△　４△　３△　４３８４２４５土 木

△　２△　７△　１１３０５３０７３１４小 計

△　４△　５△　４４２４６５１教 育
特別行政
部　　門 △　３△　２８５８８８８消 防

△　７△　５△　６１２７１３４１３９小 計

△　９△　１２△　１７４３２４４１４５３普通会計合計

△　１１８１８１８水 道
公営企業
等　会　計
部　　門

△　４△　１１６２０２１下 水 道

△　１３２４２５２２そ の 他

△　５２△　１５８６３６１小 計

△　１４△　１０△　１８４９０５０４５１４総　　合　　計

市職員の給与などの状況に関するお問い合わせは
人事・行政管理グループ（�○８５ １１３２）

（単位：人）
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